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七
月
二
十
八
日
（
日
）
九
時
五
十
分
か
ら
小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
（
北
九
州

市
小
倉
北
区
）
で
「
第
十
三
回
北
部
九
州
三
県
合
同
通
院
送
迎
事
業
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
の
送
迎
事
業
所
が
持
ち
回
り
で
開
催

し
て
お
り
、
今
年
は
「
さ
わ
や
か
」
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

「
さ
わ
や
か
」
新
聞
第
一
九

六
号
で
お
知
ら
せ
を
し
て
お
り

ま
し
た
『
第
七
回
北
九
州
無
法

松
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
』
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
次
の
通
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

日　
　

 

時　

九
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　

十
時
か
ら

集
合
場
所　

勝
山
公
園

コ 

ー 

ス　

五
キ
ロ
コ
ー
ス

　
　
　
　
　

十
キ
ロ
コ
ー
ス

集
合
時
間　

九
時
三
十
分

会　
　

費　

一
〇
〇
〇
円

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
九
月
十

七
日
（
火
）

ま
で
に
事

務
局
ま
で

ご
連
絡
下

さ
い
。

　

皆
様
の

ご
参
加
を

お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

「
さ
わ
や
か
あ
る
こ
う
か
い
」
開
催

第
七
回
北
九
州
無
法
松
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

年
に
一
回
は
運
転
協
力
者
の

現
任
者
研
修
を

福
祉
有
償
運
送
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

福
祉
有
償
運
送
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

～
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
～

～
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
～

第　

回
北
部
九
州
三
県
合
同
通
院
送
迎
事
業
研
修
会
開
催

第　

回
北
部
九
州
三
県
合
同
通
院
送
迎
事
業
研
修
会
開
催

1313

（社）全国腎臓病協議会

送迎担当 小山慶子氏

東京ハンディキャブ連絡会

代表 荻野陽一氏

中
身
の
濃
い
研
修
会
に
し
た
い

 

利
用
者
が
望
ん
で
い
る

参加者みんなで・・1＋1＝ にー

移
動
方
法
を
一
緒
に
考
え
る

　

参
加
者
は
（
社
）
全
国
腎
臓

病
協
議
会
の
送
迎
担
当
の
小
山

慶
子
氏
を
は
じ
め
、
各
事
業
所

か
ら
二
十
二
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
東
京
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ブ
連
絡
会
代
表
の
荻

野
陽
一
氏
と
事
務
局
長
の
伊
藤

正
章
氏
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
腎
臓
病
連
絡
協
議
会
す
ず
ら

ん
の
会
事
務
局
長
の
伊
藤
絵
利

子
氏
を
お
迎
え
し
『
福
祉
有
償

運
送
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

～
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
』
と
題
し
て
研

修
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
司
会
の
梶
原
常
務
理

事
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

主
催
者
の
挨
拶
と
し
て
山
田
理

事
長
が
「
北
部
九
州
三
県
合
同

通
院
送
迎
事
業
研
修
会
も
十
三

年
目
を
迎
え
、
毎
年
、
皆
様
方

の
元
気
な
お
顔
を
見
る
事
が
出

来
ま
し
て
、
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
と
し

て
中
身
の
濃
い
研
修
会
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
長
崎
県
腎
臓
病
患
者
連
絡

協
議
会
事
務
局
長
の
岩
永
亨
氏

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
（
社
）
全
国
腎
臓
病

協
議
会
今
井
政
敏
会
長
と
福
岡

県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
塩

屋
利
且
会
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
小
山
慶
子

氏
と
「
さ
わ
や
か
」
の
高
原
事

務
局
長
が
代
読
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
概
論
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
東
京
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
連
絡

会
代
表
の
荻
野
陽
一
氏
の
研
修

会
に
入
り
ま
し
た
。

　

荻
野
氏
は
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
と
は
、
運
転
協
力

者
と
利
用
者
の
間
に
入
っ
て
、

利
用
者
が
望
む
移
動
を
運
転
協

力
者
の
力
を
活
か
し
て
実
現
し

て
い
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
の
考
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
像
は
、
利
用
者
が
望
ん

で
い
る
移
動
方
法
を
一
緒
に
考

え
る
事
が
真
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
運
転
協
力
者
が

活
動
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、

利
用
者
と
の
相
性
や
運
転
に
関

す
る
留
意
事
項
等
を
日
常
の
言

動
か
ら
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
つ
特
性
を
生
か
し
て
行
く
事

が
大
事
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
荻
野
氏
か
ら
「
皆
さ
ん

の
団
体
で
は
病
院
か
ら
利
用
者

を
紹
介
さ
れ
る
事
が
多
い
の
で

し
ょ
う
か
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
ス
テ
ッ
プ

福
岡
」
の
落
合
律
子
理
事
長
は
「
設

立
当
時
か
ら
各
病
院
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
紹
介
が

多
い
で
す
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

荻
野
氏
は
「
皆
さ
ん
の
場
合

は
病
院
か
ら
の
紹
介
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
利

用
者
が
行
政
に
相
談
し
、
そ
れ

に
応
じ
て
運
行
団
体
を
紹
介
さ

れ
ま
す
。

　

運
行
団
体
は
相
談
者
に
あ
っ

た
移
動
手
段
を
一
緒
に
考
え
る

事
や
利
用
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
移

動
制
約
が
あ
り
、
運
転
協
力
者

に
は
そ
の
状
況
に
対
す
る
理
解

と
配
慮
が
な
け
れ
ば
運
転
に
携

わ
れ
な
い
と
伝
え
る
事
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
大
切

な
仕
事
で
す
。

　

ま
た
、
運
転
協
力
者
の
知
識

や
技
術
の
向
上
の
為
に
現
任
者

研
修
は
、
重
要
な
役
割
が
あ
り
、

少
な
く
と
も
年
に
一
回
は
運
行

団
体
で
現
任
者
研
修
を
実
施
す

る
事
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
、
午
前
の
研
修
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
仲
間
と
食
事
を
し
な
が
ら
、

交
流
を
楽
し
み
、
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

 

 

 

 

 

 

状
況
に
対
す
る
理
解
と
配
慮
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平
常
時
は
、
非
常
時
の
よ
う
に

平
常
時
は
、
非
常
時
の
よ
う
に

非
常
時
は
、
平
常
時
の
よ
う
に

非
常
時
は
、
平
常
時
の
よ
う
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

腎
臓
病
連
絡
協
議
会
す
ず
ら
ん
の
会

事
務
局
長

 

東京ハンディキャブ連絡会

事務局長 伊藤正章氏

福
祉
有
償
運
送
の
実
施
に
係
る
実
地
調
査
が
終
了

利
用
者
の
安
全
・
安
心
を
最
大
限
に
守
る

伊
藤
絵
利
子
氏

　

午
後
の
研
修
で
は
、
東
京
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
連
絡
会
事
務
局

長
の
伊
藤
正
章
氏
よ
り
「
運
行

管
理
と
車
両
管
理
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
氏
は
「
運
行
管
理
の
一

番
大
事
な
事
は
安
全
運
行
で
す
。

　

道
路
運
送
法
の
趣
旨
も
利
用

者
の
安
全
、
安
心
を
最
大
限
に

守
る
事
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
安
全
な
運
転
が

出
来
る
よ
う
に
運
転
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
作
成
す
る
事
が
運
行
管

理
者
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
運
転
協
力
者
に
は
日

常
点
検
を
行
な
う
事
を
福
祉
有

償
運
送
で
は
『
点
呼
』
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
上
、
対
面
点
呼
を
す
る

事
が
原
則
で
す
が
、
運
転
協
力

者
の
持
ち
込
み
車
両
で
事
務
所

に
立
ち
寄
ら
な
い
場
合
に
は
、

運
行
状
態
の
確
認
の
為
に
電
話

で
点
呼
を
行
な
う
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

　

次
に
日
常
点
検
を
運
転
協
力

者
が
実
施
し
て
い
る
場
合
で
も

車
両
整
備
管
理
責
任
者
ま
た
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
定
期
的

に
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
車
検
は
、
道
路
運
送
車

両
法
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
福
祉
車
両
の
福
祉
架
装

部
（
リ
フ
ト
や
回
転
シ
ー
ト
）

は
法
定
点
検
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
長
く
使

用
す
る
為
に
は
、
車
両
の
定
期

点
検
や
車
検
時
に
必
要
に
応
じ

て
点
検
を
し
て

下
さ
い
。

　

最
後
に
最
近

の
福
祉
車
両
で
は
、

万
が
一
リ
フ
ト

が
作
動
し
な
く

な
っ
た
場
合
の
対
処
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
車

両
に
備
え
付
け
の
取
り
扱
い
説

明
書
の
確
認
や
コ
ピ
ー
を
し
て
、

運
転
協
力
者
が
す
ぐ
に
確
認
出

来
る
よ
う
に
し
て
お
く
事
も
大

切
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
『
平
常
時
は
、
非
常

の
よ
う
に
非
常
時
は
、
平
常
時

の
よ
う
に
』
と
題
し
て
特
定
非

営
利
活
動
法
人
腎
臓
病
連
絡
協

議
会
す
ず
ら
ん
の
会
事
務
局
長

の
伊
藤
絵
利
子
氏
か
ら
東
日
本

大
震
災
の
時
に
経
験
さ
れ
た
話

が
あ
り
ま
し
た
。
（
左
記
に
紹
介
）

　

そ
の
後
、
た
く
さ
ん
の
質
問

が
出
さ
れ
、
丁
寧
に
答
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
地
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
県
腎
臓
病
患
者

連
絡
協
議
会
会
長
の
横
山
靖
氏

よ
り
「
現
在
、
三
県
で
行
な
っ

て
い
ま
す
福
祉
有
償
運
送
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足
を
は
じ
め
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、

患
者
も
高
齢
化
し
て
い
る
中
で

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
北
部
九
州
三
県
合

同
通
院
送
迎
事
業
研
修
会
も
深

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
良
い
研
修
会
に
な
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
事
務
局
長

の
岩
永
亨
氏
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
岡
副
理
事
長
よ
り
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
研
修
会
は

十
六
時
三
十
分
に
終
了
し
ま
し
た
。

 

 

 

 

 

安
全
な
運
転
が
出
来
る
よ
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
千

葉
県
の
製
油
所
の
火
災
に
よ
っ

て
ガ
ソ
リ
ン
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
人
々
が
、
ガ
ソ

リ
ン
が
無
く
な
る
と
い
う
恐
怖

感
で
、
普
段
車
を
使
う
人
も
使

わ
な
い
人
も
ガ
ソ
リ
ン
の
確
保

に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
為
に
給
油
が
出
来
な
か
っ
た

団
体
の
車
両
も
あ
り
ま
し
た
。

　

震
災
後
一
週
間
が
経
っ
て
、

練
馬
区
指
定
災
害
時
救
急
車
両

へ
の
登
録
が
出
来
て
、
優
先
的

に
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
練
馬
区
で
は
『
練
馬
区

指
定
災
害
時
救
急
車
両
（
透
）
』

の
カ
ー
ド
が
あ
る
車
両
に
つ
い

て
は
も
し
給
油
制
限
が
あ
る
場

合
で
も
満
タ
ン
に
出
来
る
よ
う

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
練
馬
区
で
は
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
協
定
を
結
び
、

災
害
時
に
は
優
先
車
両
は
供
給

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
改
め
て
数
ヶ
所

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
協
定

を
結
び
、
供
給
が
出
来
る
よ
う

に
協
定
内
容
を
変
更
す
る
そ
う

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
団
体
で
も
災
害
時

に
優
先
的
に
ガ
ソ
リ
ン
を
供
給

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
決

め
を
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
が
、
運
行
団
体
で
は
な
く
、

患
者
会
の
立
場
と
し
て
行
政
と

の
連
携
を
取
り
、
何
時
で
も
連

絡
が
取
れ
る
よ
う
な
手
段
等
を

考
え
て
お
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
一
日
（
水
）
午
前

十
時
か
ら
福
祉
有
償
運
送
に
係

る
実
地
調
査
が
八
幡
事
業
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
九
州
市
の
福
祉
有
償
運
送

の
担
当
課
の
佐
藤
浩
一
係
長
と

有
馬
佑
香
氏
が
お
見
え
に
な
り
、

活
動
報
告
書
や
車
両
点
検
表
等

が
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
る

か
を
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
処
理
と
書
類
の
管
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
と
し
て
、
各
区
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
市
内
の
企
業
に
も
も

っ
と
『
福
祉
有
償
運
送
』
を
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
ほ
し
い
事
と
、
【
福
祉

有
償
運
送
の
ご
案
内
】
の
冊
子

を
最
新
版
に
し
て
ほ
し
い
と
お

願
い
し
、
実
地
調
査
は
午
前
十

一
時
に
終
了
し
ま
し
た
。


